
講師略歴 
 

外交ジャーナリスト・作家。NHK ワシントン支局長などを歴任。２００１

年の９．１１テロ事件では１１日間にわたる２４時間連続の中継放送を担

当、冷静で的確な分析が視聴者の圧倒的な信頼を得た。 

NHK 時代からノンフィクション作品の優れた書き手として知られ、FSX・

次期支援戦闘機の開発をめぐる日米の暗闘を描いた『たそがれゆく日米同盟

―ニッポン FSX を撃て』や、湾岸戦争での日本外交の迷走ぶりを衝いた『外

交敗戦―１３０億ドルは砂漠に消えた』（共に新潮文庫）はロングセラーと

して読み継がれている。 

NHK から独立後の２００６年に発表した『ウルトラ・ダラー』（新潮社）

は日本初のインテリジェンス小説と呼ばれ、姉妹編の『スギハラ・サバイバ

ル』と並んで５０万部のベストセラーとなる。次いで、情報小国ニッポンの

覚醒を促した新書『インテリジェンス 武器なき戦争』（佐藤優氏との共

著）、『ライオンと蜘蛛の巣』（共に幻冬舎）、『葡萄酒か、さもなくば銃

弾を』（講談社）などを次々に発表して多くの読者を得ている。続いて、世

界２９の都市で生起した情報戦を綴ったルポルタージュ『インテリジェンス

の賢者たち』（『ライオンと蜘蛛の巣』改題、新潮文庫）を、さらには環境

問題を外交の視点から論じた『武器なき“環境”戦争』（池上彰氏との対

論、角川 SSC 新書）』を著す。  

２０１１年１２月には、ノンフィクションの大作『ブラック・スワン降臨 

～9.11－3.11 インテリジェンス十年戦争～』 (新潮社刊、改題で新潮新書

『宰相のインテリジェンス』)を発表。２００１年同時多発テロ事件から２

０１１年福島第一原発事故までの十年間を検証し、日米両国のリーダーシッ

プの違いを浮き彫りにした。２０１５年には佐藤優氏との共著『インテリジ

ェンスの最強テキスト』（東京堂出版）を上梓。日本の現状を踏まえたイン

テリジェンス論の決定版と評されている。佐藤氏とは、インテリジェンス対

論三部作（『賢者の戦略―生き残るためのインテリジェンス―』『動乱のイ

ンテリジェンス』『知の武装―救国のインテリジェンス―』を出版してい

る。２０１６年１１月には、書下ろしノンフィクション『汝の名はスパイ、

裏切り者、あるいは詐欺師～インテリジェンス畸人伝』を発表。現代史を彩

るスパイたちの人間味溢れる物語を通じて、情報の世界における人間力の重

要性を説いた。さらに主要国が軒並み少数のリーダーに絶大な権限を委ねる

危うさを警告した『独裁の宴』を昨年末に出版し、さらに米中の対立が朝鮮



半島情勢に影を落とすなど、現下の東アジア政局を読み解いた『米中衝突』

を中央公論新社から来月上梓する。 

外交・安全保障、インテリジェンス問題を主なテーマに、新聞・雑誌にも

寄稿し、コラムニストとしても活躍している。  

１９９０年代初めに上梓したノンフィクション『ニッポン FSX を撃て』

（新潮文庫『たそがれゆく日米同盟』）と『一九九一年 日本の敗北』（新

潮文庫『外交敗戦』）が、アメリカ側の注目を集め、１９９４年、ハーバー

ド大学・国際問題研究所（CFIA）にフェローとして招聘された。そこで黒衣

の政治学者として知られるカトリック神父のブライアン・ヘア教授の師事。

また『文明の衝突』で著名なサミュエル・ハンティントン教授、国防次官補

を務めたジョセフ・ナイ教授、さらにはリベラル派の代表的論客、スタンレ

ー・ホフマン教授らの指導を受ける。 

１９９５年から１９９７年まで NHK ボン支局長、１９９７年から２００５

年までの８年間、ワシントン支局長を務める。この間、米ソ冷戦の終焉に立

ち会い、ブッシュ大統領はじめ重要閣僚の単独インタビューも数多くこなし

た。１１日間、２４時間連続の中継放送を担当した２００１年９月１１日の

同時多発テロ事件の模様は「そのときホワイトハウスは」（月刊『文藝春

秋』）に記録したのをはじめ、NHK ハイビジョンスペシャル『聖戦への暴

走』、NHK スペシャル『一年目の真実』などの大型ドキュメンタリー作品に

描く。このほか、ホワイトハウスの極秘録音テープをスクープ取材した『決

定の瞬間 記録されていたキューバ危機』（１９９８年）、『外交の瞬間  

７１年・ニクソン機密テープが語る米中接近』（２００５年）の制作にも携

わる。 
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